
１．本年度の結果

①学力定着分析　NRT　偏差値平均　（全国を50とする）

国語 数学 理科 社会 英語 全体

目標値
偏差値平均

結果
偏差値平均 49.7 49.2 49.7 50.9 47.6 49.3

目標値
偏差値平均

結果
偏差値平均 50.1 46.3 49.7 47.8 47.6 48.2

目標値
偏差値平均

結果
偏差値平均 49.1 48.3 49.5 50.2 49.3 49.2

目標値
偏差値平均

結果
偏差値平均

49.6 47.9 49.7 49.6 48.1 48.9

②全国学力・学習状況調査　正答率平均　（第3学年対象）

教科 国語 数学

目標値
（対県比）

結果
（対県比）

65
（100）

52
（91）
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２．調査から明らかになった課題

【年度当初の学力について】（NRTをうけて）
●３年生では，国語の「読むこと」（物語文の心情の読み取りなど）が全国比89，数
学の「資料の活用」が全国比72と低いのが課題である。
●２年生では，数学の「資料の活用」が全国比68と低いのが課題である。
●１年生では，国語の「読むこと」が全国比84，数学の「データの活用」が全国比
79と低いのが課題である。

【年度当初の学力について】（全国学力・学習状況調査をうけて）
●国語は，全体の平均が全国比100%であり，おおむね学力は身に付いている。ただ，
物語文において，文脈の中における語句の意味の理解の設問が全国比76，登場人物
の心情や行動に注意して内容を読み理解する設問が全国比84と低いのが課題であ
る。
●数学は，全体の平均が全国比91％と低い。特に，データの傾向を的確に捉え，判断
の理由を数学的な表現を用いて説明する設問が全国比39と低いのが課題である。

1年

2年

3年

全体

３．課題解決に向けた学校組織全体の重点目標・取組

重点目標　（何を，どの程度達成するか） 達成のための具体的取組　（どのようにして） スケジュール 検証の指標・目標

【授業改善を通した学力・学習意欲の向上】
〇全教諭が，問題文の重要語句にマーカーを
つけさせながら読んだり，問題文を複雑化させ
て解かせるなど，「読むこと」を向上させる取組
を行う。
○全学級の国語科の授業で，辞書を用いて，
語句の定義を確認する取組を行う。
○全教諭が，「データ・資料の読み取り」を授業
の中（定期試験の問題を含む）で取り入れる。

①全職員で校内研修を行い，NRTの誤答分析による実
態把握と改善計画の立案を行う。
②全体研修による目指す授業（課題解決学習などを含
めた授業スタイル「本郷中スタンダード」）の共有を行
い，年間一人１回以上の授業研究を通して，問いの設定
に重点をおいて確認する。
③試験の問題文や言葉の定義を確認する授業など，
「読むこと」を向上させる取組の交流
④各定期試験の問題等における「データ・資料の活用」
を向上させる取組を交流し，類似問題作成や次の定期
試験の問題作成に生かす。
⑤各教科で，類似問題を用いて，12月末までに重点課
題を意識した授業を実施する。
⑥基礎基本の定着のための定期的な小テストや，課題
（家庭学習等）の設定をする。

①６月
②６月及び年間を通して
③１０月
④１０月と１２月
⑤１２月末まで
⑥年間を通して

○今年度のNRTテストの「データ・
資料の活用」に関する問題を解か
せ，正答率を向上させる。

【学級・学習集団づくり】
〇全学級において，学期１回以上の個別面談
を充実させる。
○全教諭がNRTとQ-Uのクロス集計表におけ
るDとFの生徒に意識的に声掛けをしたり，保
健室・カウンセラーとの連携を行ったりする。

①Q-U分析による実態把握と改善計画の立案
②全体研修による取組の方向性の確認
③学期１回以上の個別面談を行う。
④生徒への声掛けに関して，学年で報告・連絡・相談を
行う。

①６月
②６月
③学期に１回
④７月～３月

○12月のQ-Uにおける三次支援・
二次支援生徒の減少
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